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３．PXA with anaplastic features with sarcomatous componentと組織診断した前頭葉腫瘍の１例
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【臨床経過】 51歳男性.某日より活動性の低下がみられ,
脳腫瘍が疑われ前橋赤十字病院に入院した.約1ヵ月後に
摘出術が行われた.頭部単純CTでは,右大脳半球の深部白
質から側脳室を占拠し,脳梁にまたがる9 cm大の腫瘤が
認められた.MRI T2強調画像では,一部に囊胞形成を伴う
内部不均一な高信号域として認められた.浮腫は右前頭葉
にみられるのみで,比較的軽度であった.【病理学的所見】
摘出検体は極めて多彩な組織像を示していた.第1の成分
として,高度の多形性を示す腫大核と淡好酸性の広い細胞
質を有する異型細胞が,びまん性密に増殖する領域があり,
微小血管増殖像や壊死を伴っていた.免疫組織化学的に
GFAP(＋)であり,膠芽腫に相当する像であった.第2の
成分として,明瞭な核小体を伴う楕円形～短紡錐形の核と
淡好酸性細胞質を有する紡錘形細胞が束状に錯綜して増殖
していた.核異型は高度で核分裂像が散見され,異型核分
裂像もみられた.紡錘形細胞間には厚い膠原線維の介在が
認められ,一部に硝子化を伴っていた.腫瘍細胞は
vimentin(＋),αSMA(一部＋),GFAP(－)で,この肉腫様
成分中には軟骨島や類骨の形成が多数認められた.この肉
腫様成分を背景として,さらに2つの異なる成分が認めら
れた.一方はprimitive neuroectodermal tumor(PNET)に
類似する成分で,クロマチンに富むやや小型の核を有する
N/C比の高い腫瘍細胞が壊死を伴って密に増殖し,境界明
瞭な島状の構造を形成していた.この成分はsynaptophysin
(＋),CD56(＋),NeuN(±),GFAP(一部＋)であった.も
う一方は上衣腫様の成分で,楕円形の濃縮核と淡好酸性の
細胞質をもつ腫瘍細胞が,血管周囲性に配列したりepen-
dymal liningの構造をとって増殖していた.腫瘍細胞は
EMA(＋)であった.これらの成分には移行がみられ,また
図２ 肉腫様部分.多形性の乏しい異型紡錘形細胞が束状に錯
綜しながら増殖している.(HE染色)
図１ PXA様部分.多形性の強い大型の類円形～紡錘形細胞が
増殖しており,多核,奇怪な核,核内偽封入体を有する巨
細胞が混在している.(HE染色)
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